
２月度支部役員会議事録 
日本建築学会近畿支部 

 

期 日：令和２年２月１８日（火） １５：００～１６：４５ 

会 場：支部会議室Ⅱ (閲覧・会議室) 

出席者 山中支部長 

    常 議 員  神 澤、嘉 村、安 福 

          小 林、西 影、西 崎 

    支部監事   

    事 務 局  児 玉、緒 方 

 

【審議事項】 

 （１）前回議事録確認の件 

⚫ 事務局より役員各位へ事前に送付された議事録(案)の内容は、確認のうえ承認された。 

 

 （２）支部報告 １．事業報告 

         ２．会計報告 

⚫ 事務局より報告があり、承認された。 

 

 （３）令和２年度通常総会付随行事「長期法人会員感謝状贈呈団体」の件 

⚫ 表彰については、受賞２回目となる団体も含めて検討することとした。 

⚫ 検討の結果、(株)安井建築設計事務所、(株)日建設計、(株)住友電気工業、(株)日企設

計の４団体に感謝状(盾)を贈呈することにした。 

 

 （４）2020年近畿支部新人賞(作品)候補者の件 

⚫ 運営要領の『応募年の４月 1日時点で 40 歳未満の作品選集支部推薦作品の筆頭設計者を

表彰する。ただし，筆頭設計者と同等と判断できる場合はそれ以外の設計者も対象とす

ることがある。』に従い、以下の方々を通常総会時で表彰することが認められた。 

筆頭設計者 
2018年4月1日
時点の年齢 

所  属 作 品 名 備 考 

山野睦代 ３８ (株)日建設計 
芦屋ベイコート倶楽部 ホ
テル＆スパリゾート 

掲 載 

寺村雄機 ３３ (株)竹中工務店 竹中研修所「匠」新館 掲 載 

梶村 健 ３７ 
(株)竹中工務店 / 
東京工業大学 

堀池町の屋根 推 薦 

岩﨑 宏 
松岡正明 

３９ 
３１ 

(株)竹中工務店 
(株)竹中工務店 

DESCENTE INNOVATION 
STUDIO COMPLEX 

推 薦 

 



 （５）第１２期支部監事候補者の件 

⚫ 人選については慣例に従い、過去の常議員で会計常務幹事経験者１名については、元常

議員の遠山裕史氏(㈱奥村組西日本支社)に打診中であることが事務局より報告された。 

⚫ 本会の会員である兵庫県職員、神戸市職員もしくは兵庫県内にある公共団体職員の中か

らの１名就任については、引き続き末包常議員と難波常議員が担当することにした。 

 

 （６）共催名義借用依頼の件 

⚫ 次の共催名義使用依頼を承認した。 

〇 連続シンポジウム〈分離派建築会誕生100年を考える〉 

  第８回「近代建築の〈様 式〉をめざして」 

• 期 日  ５月３０日 

• 会 場  京都大学・楽友会館 

• 主 催  分離派１００年研究会 

• 共 催  当支部建築論部会 

 

 （７）協賛名義借用依頼の件 

⚫ 次の協賛名義使用依頼２件を承認した。 

① 講習会 破壊力学の基礎と最新応用(実習付、修了証発行) 

• 期 日  ５月２７日、２８日 

• 会 場  ㈱島津製作所 三条工場研修センター 

• 主 催  日本機械学会関西支部 

 

② 住宅地盤の品質評価に関する技術講習会 

• 期 日  ５月２９日 

• 会 場  大阪大学中之島センター 

• 主 催  地盤工学会関西支部、 地盤品質判定士会関西支部 

 

 （８）後援名義借用依頼の件 

⚫ 次の後援名義使用依頼を承認した。 

〇 2019年度技術セミナー 

• 期 日  ３月２日 

• 会 場  ホテル阪神 10階 

• 主 催  大阪兵庫生コンクリート工業組合 

• 後 援  当支部材料・施工部会 

 

 

【報告事項】 

 （１）令和元年度 卒業設計コンクール審査員について 

⚫ 第 74 回の「大学の部審査員(７名)」「短大・高専・専修学校の部、工業高校の部審査員

(７名)」について事務局から報告された。 



 

 （２）令和２年度 研究発表会プログラム編成会議出席者について 

⚫ ３月２３日(月)に開催する編成会議へ出席される委員について事務局から報告された。 

 

 （３）本会文化賞推薦に伴う本部からの追加資料提出依頼について 

⚫ 支部長、金尾常議員、橋寺常議員および関係者により対応について検討された。 

⚫ 検討の結果、最終の判断は本部文化賞選考員会に一任することが、支部長より報告され

た。 

 

 （４）その他 

① 当支部事業委員会の開催ついて 

⚫ 神澤常議員(事業常務幹事)から、２月２６日(水)の１５時から開催されることが報告さ

れた。委員会の内容については、３月度役員会で報告されることが合わせて述べられた。 

 

以上 

 


